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第
31
回 
笠
置
夏
ま
つ
り 

花
火
打
ち
上
げ
総
数
は
約
１
８
０
０
発
！

日　

程　

８
月
３
日
（
土
）
（
荒
天
時
中
止
）

内　

容

主　

催　

笠
置
町
四
季
彩
祭
実
行
委
員
会

行　
　

事

時　
　

間

場　
　

所

バ
ザ
ー
・
夜
店

午
後
６
時
〜
10
時

Ｊ
Ｒ
笠
置
駅
前

花

火

大

会

午
後
８
時
〜
８
時
30
分

木
津
川
河
川
敷

協賛金額 協賛花火（メッセージアナウンス）

協賛花火

5 0 , 0 0 0 円以上 打上５号玉（ 20 文字以内）

3 0 , 0 0 0 円以上 打上４号玉（ 20 文字以内）

2 0 , 0 0 0 円以上 打上３号玉（ 20 文字以内）

協賛 1 0 , 0 0 0 円以上 お名前を読み上げます。
※ メッセージアナウンスは、ご協賛者名とキャッチフレーズなど20文字以内の

メッセージとなります。
※ メッセージアナウンスは、花火の進行状況等により、アナウンスと協賛花火の

打ち上げに時間的なズレが生じる場合があります。また、当日の会場周辺の状
況や音響設備の状態により聴取範囲が変動することがありますのでご了承くだ
さい。

特集
◆

News

夏
の
レ
ジ
ャ
ー
・
イ
ベ
ン
ト
情
報
笠
置
町
・
和
束
町

南
山
城
村

　

「
笠
置
夏
ま
つ
り
花
火
大
会
」
は
、
今
年
で
31
回
目
を
迎
え
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

　

笠
置
町
の
活
性
化
と
観
光
振
興
を
目
的
と
し
て
催
し
て
い
ま
す
。
こ
の
事
業
を
継
続
し
て
い
く
た
め
に
、
笠
置

町
四
季
彩
祭
実
行
委
員
会
で
は
企
業
・
団
体
・
個
人
様
か
ら
広
く
協
賛
金
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
あ
た
た
か
い
ご

支
援
・
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

ご
協
賛
い
た
だ
い
た
方
を
広
報
「
れ
ん
け
い
」
９
月
号
に
掲
載
い
た
し
ま
す
。

申
込
締
切
日　

７
月
12
日
（
金
）
午
後
５
時
ま
で

　
　
　
　
　
　

 　

申
込
書
は
笠
置
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
い
た
だ
く
か
、
事
務
局
窓
口
に

用
意
し
て
お
り
ま
す
用
紙
に
よ
り
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　

 　

ま
た
、
申
込
書
・
協
賛
金
に
つ
い
て
ご
持
参
の
場
合
は
ご
足
労
で
す
が
、
笠
置
町
四
季
彩
祭
実

行
委
員
会
事
務
局
【
〒
6
1
9
―

1
3
0
3 

京
都
府
相
楽
郡
笠
置
町
笠
置
市
場（
旧
フ
ァ
ミ
リ
ー

シ
ョ
ッ
プ
ま
つ
も
と
内
）】ま
で
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

振
込
先
口
座　

京
都
や
ま
し
ろ
農
業
協
同
組
合
南
山
城
村
支
店　
　

普
通 

3
4
5
1
7
4
3

　
　
　
　
　
　

笠
置
町
四
季
彩
祭
実
行
委
員
会 

会
長 

西
村
典
夫

　

な
お
、
誠
に
恐
縮
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
振
込
手
数
料
は
ご
負
担
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

 

「
笠
置
夏
ま
つ
り
花
火
大
会
」
協
賛
の
お
願
い

問合せ　笠置町四季彩祭実行委員会 ☎0743・95・2088
　　　　〈事務局〉〒619―1303 京都府相楽郡笠置町笠置市場

　　　　　　　　　　（旧ファミリーショップまつもと内）
　　　　笠置町商工観光課 ☎0743・95・2301
　　　　（一社）観光笠置 ☎0743・95・2011
　　　　笠置町商工会 ☎0743・95・2159

加茂方面のお出かけに。【相楽東部広域バス】好評運行中!
運行日：月・水・金・土（祝日運行・12月29日〜１月３日は運休）
運　賃：最大300円

月ヶ瀬口駅発 8：15／10：15／13：15／15：40
加茂駅発 9：15／11：15／14：15／16：40

【運行状況や忘れ物に関すること】
株式会社キタモリ	☎0595・38・1524
【その他の問合せ】
南山城村総務課	☎0743・93・0102

運
行
状
況
確
認

Q
R
コ
ー
ド
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3町村の
真夏を
楽しむ
レジャー
施設案内

笠置キャンプ場
問合せ（予約不要、先着順です）
　一般社団法人観光笠置
電話受付時間　午前９時〜午後５時
　☎0743・95・2011

※キャンプ場利用は有料となります。

和束町湯船森林公園
開園時間　午前９時〜午後５時
問合せ・予約（予約が必要です）
　湯船森林公園管理組合
電話受付時間　午前９時〜午後５時
　平　日　　　☎0774・78・2001
　土・日・祝　☎0774・78・3010

※ペットの入園禁止です。
※公園内の施設利用は有料となります。

南山城村自然の家
問合せ・予約
　南山城村自然の家
電話受付時間　午前９時〜午後５時
　☎0743・94・0100
　FAX0743・94・0303
　 info@minamiyamashiro.main.jp

※ 伊賀牛のバーベキューご用意でき
ます。（有料）

2
0
1
9

京・村
ま
つ
り

日　

時　

 

７
月
28
日
（
日
）

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

場　

所　

 

南
山
城
村
・
や
ま
な
み
ホ
ー
ル
及
び

河
川
敷
周
辺

　

当
日
は
、
カ
ヌ
ー
体
験
や
村
特
産
物
等
の
出
展

ス
ペ
ー
ス
や
、
生
き
物
＆
風
景
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス

ト
な
ど
の
各
種
催
し
が
お
こ
な
わ
れ
、
京
都
府
唯

一
の
村
「
南
山
城
村
」
を
存
分
に
楽
し
め
る
イ
ベ

ン
ト
で
す
。

　

毎
年
た
く
さ
ん
の
ご
来
場
者
で
賑
わ
い
ま
す
。

ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※ 

天
候
に
よ
り
内
容
が
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
合
せ　

南
山
城
村
商
工
会

　
　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
93
・
０
１
０
０

2
0
1
9

茶
源
郷

和
束
夏
ま
つ
り

日　

時　

 

８
月
17
日（
土
）

　
　
　
　

午
後
３
時
か
ら
８
時

場　

所　

和
束
運
動
公
園

　
　
　
　

芝
生
ひ
ろ
ば
及
び
周
辺

内　

容　

・
カ
ラ
オ
ケ　
　
　

・
金
魚
す
く
い

　
　
　
　

・
射　

的　
　
　
　

・
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム

　
　
　
　

・
グ
ル
メ
市　
　
　

・
和
束
茶　

茶
席

　
　
　
　

・
エ
ア
ー
遊
具

※
イ
ベ
ン
ト
内
容
に
つ
い
て
は
調
整
中
で
す
。

　

ご
家
族
そ
ろ
っ
て
お
越
し
く
だ
さ
い
。

主　

催　

和
束
町
商
工
会

　
　
　
　
　

☎
0
7
7
4
・
78
・
3
3
2
1 入場

無料
和束夏まつり（昨年の様子）

笠
置
燈
ろ
う
流
し

日　

時　

８
月
16
日
（
金
）
午
後
７
時
頃

場　

所　

笠
置
大
橋
上
流

　

過
去
に
木
津
川
に
お
い
て
水
難
事
故
に
遭
い
、

亡
く
な
ら
れ
た
多
く
の
方
々
を
偲
ぶ
た
め
に
、
昭

和
35
年
頃
よ
り
続
い
て
い
る
行
事
で
す
。

　

笠
置
町
の
夏
の
風
物
詩
と
し
て
、
地
元
の
住
民

の
み
な
ら
ず
町
外
か
ら
も
多
く
の
方
々
に
毎
年
参

加
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

主　

催　

一
般
社
団
法
人
観
光
笠
置

　
　
　
　
　

☎
0
7
4
3
・
95
・
2
0
1
1

笠置灯ろう流し（昨年の様子）

人気のカヌー体験（過去のイベントの様子）
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地
域
お
こ
し
企
業
人
の
紹
介

 
　

2
0
1
9
年
4
月
よ
り
地
域
お
こ
し
企
業
人
と
し
て
笠
置

町
総
務
財
政
課
に
着
任
し
ま
し
た
。

　

笠
置
町
役
場
で
の
主
な
仕
事
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
仕
組

み
づ
く
り
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

　

私
の
自
宅
は
滋
賀
県
大
津
市
で
す
が
現
在
は
、
単
身
赴
任

で
笠
置
町
に
居
住
し
て
い
ま
す
。

　

移
住
当
初
は
、
生
活
環
境
に
な
れ
る
の
が
精
一
杯
で
し
た
。

で
す
が
今
は
と
て
も
満
足
し
て
い
ま
す
。

　

緑
の
山
々
に
囲
ま
れ
て
、
星
が
き
れ
い
で
、
ホ
タ
ル
を
数

十
年
ぶ
り
に
発
見
し
、
出
会
う
町
民
の
方
が
と
て
も
や
さ
し

く
、
ど
れ
一
つ
と
っ
て
も
都
会
で
は
経
験
で
き
な
い
こ
と
ば

か
り
で
す
。

　

私
は
笠
置
町
役
場
の
職
員
と
し
て
笠
置
町
の
魅
力
を
一
人

で
も
多
く
の
方
に
伝
え
た
い
、
町
民
の
方
が
幸
せ
に
暮
ら
し

て
い
け
る
ま
ち
づ
く
り
の
お
手
伝
い
を
全
力
で
お
こ
な
っ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

町
で
出
会
う
機
会
が
あ
れ
ば
是
非
お
声
か
け
く
だ
さ
い
！

　

満み
つ

島し
ま

孝た
か

文ふ
み

和
束
保
育
園
と
わ
ら
く
の
交
流

　

５
月
29
日（
水
）、和
束
保
育
園
年
長
児
と
和
束
町
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
わ
ら
く
と
の
交
流
会
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

　

毎
年
恒
例
と
な
っ
て
お
り
、わ
ら
く
の
方
々
も
楽
し
み
に
し

て
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。

　

は
じ
め
に
自
己
紹
介
、そ
の
後「
か
え
る
の
う
た
」「
か
た
つ

む
り
」「
和
束
音
頭
」を
一
緒
に
歌
い
ま
し
た
。和
束
音
頭
は
特

に
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
喜
ば
れ
ま
し
た
。園
児
も

一
緒
に
歌
う
こ
と
が
で
き
、う
れ
し
そ
う
で
し
た
。

　

そ
の
後
、
風
船
で
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
し
ま
し
た
。
子
ど

も
た
ち
も
大
は
し
ゃ
ぎ
で
、
わ
ら
く
の
方
々
も
「
が
ん
ば

れ
！
」
と
応
援
し
た
り
お
互
い
に
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま

し
た
。
お
み
や
げ
に
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
を
も
ら
い
大
切
に
持

っ
て
帰
り
ま
し
た
。

まち＊むらの 話題

和
束
町

南
山
城
村

笠
置
町

わらくの方々と一緒に歌う子どもたち

水
は
ど
う
や
っ
て
で
き
る
の
？

　

５
月
28
日
（
火
）
、
南
山
城
小
学
校
の
４
年
生
が
水
道
施

設
を
見
学
し
ま
し
た
。

 

南
山
城
村
役
場
職
員
か
ら
取
水

池
や
浄
水
場
施
設
等
の
仕
組
み
や
、

水
道
水
が
供
給
さ
れ
る
ま
で
の
過

程
を
教
え
て
も
ら
い
、
児
童
か
ら

は
多
く
の
疑
問
・
質
問
が
出
さ
れ
、

職
員
が
一
つ
ひ
と
つ
丁
寧
に
答
え

て
い
ま
し
た
。

村
の
施
設
見
学

　

南
山
城
小
学
校
の
児
童
が
村
の

施
設
を
見
学
し
ま
し
た
。

　

２
年
生
は
５
月
29
日
（
水
）
、

生
活
科
「
村
た
ん
け
ん
」
の
学
習

で
、
村
に
は
ど
ん
な
施
設
や
場
所

が
あ
る
の
か
を
調
べ
ま
し
た
。

　

探
検
の
後
に
は
、
発
見
し
た
こ

と
や
教
え
て
も
ら
っ
た
こ
と
を
も

と
に
「
大
河
原
ク
イ
ズ
」
を
考
え

ま
し
た
。

　

３
年
生
は
社
会
科
「
わ
た
し
た

ち
の
住
ん
で
い
る
と
こ
ろ
」
の
学

習
で
、
村
の
道
路
や
建
物
の
様
子
を
調
べ
、
地
図
記
号
な
ど

を
使
っ
た
「
村
マ
ッ
プ
」
作
り
を
す
る
た
め
、
６
月
５
日

（
水
）
、
役
場
で
村
の
人
口
や
土
地
利
用
の
様
子
に
つ
い
て

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
ま
し
た
。

　

い
ず
れ
の
学
年
も
、
役
場
の
他
に
や
ま
な
み
ホ
ー
ル
、
郵

便
局
、
直
売
所
を
訪
れ
、
施
設
の
中
も
見
学
し
仕
事
内
容
を

説
明
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

月ヶ瀬浄水場
役場では議場に

座らせてもらいました村長にもたくさん質問しました

就任当日、総務財政課メンバーでとった思い出の写
真です

加茂方面のお出かけに。【相楽東部広域バス】好評運行中!
運行日：月・水・金・土（祝日運行・12月29日〜１月３日は運休）
運　賃：最大300円

月ヶ瀬口駅発 8：15／10：15／13：15／15：40
加茂駅発 9：15／11：15／14：15／16：40

【運行状況や忘れ物に関すること】
株式会社キタモリ	☎0595・38・1524
【その他の問合せ】
南山城村総務課	☎0743・93・0102

運
行
状
況
確
認

Q
R
コ
ー
ド
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み
ん
な
の
木
津
川
を
美
し
く

　

５
月
26
日
（
日
）
、
木
津
川
漁
業
協
同
組
合
・
木
津
川
を

美
し
く
す
る
会
に
よ
る
「
木
津
川
一
斉
清
掃
」
が
お
こ
な
わ

れ
、
一
般
の
方
も
多
数
参
加
し
参
加
者
一
同
、
熱
心
に
ゴ
ミ

拾
い
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

見
慣
れ
た
風
景
で
あ
っ
て

も
ゴ
ミ
が
落
ち
て
い
た
り
草

が
生
い
茂
っ
て
い
た
り
す
る

な
ど
、
清
掃
活
動
を
通
し
て

木
津
川
の
景
観
に
対
す
る
意

識
を
新
た
に
す
る
機
会
と
な

り
ま
し
た
。

　

今
後
も
木
津
川
の
景
観
を

守
り
次
世
代
に
残
し
て
い
く

た
め
木
津
川
を
美
し
く
す
る

活
動
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。

まち＊むらの 話題

3
町
村

笠置町木津川河川敷南山城村やまなみホール下河川敷から出たゴミ

和束町祝橋下

農村宿泊体験（農泊）7月の予定
　本格的な農泊シーズンが到来し、5月〜6月にかけてたくさんの子どもたちが相
楽東部３町村に来てくれています（日本人の中学生・大学生：約600人、海外の学
生・大人：約120人）。
　受入家庭の方々からのアンケートでは、「明るい楽しい子どもたちで、元気をも
らえた」「自然にふれることも少ないようで、何を見ても驚き感動してくれた」「よ
く話してくれて楽しかった」「手伝いもよくしてくれて助かった」「（自分の）子ども
たちもいっぱい遊んでもらえた」など、楽しそうな様子が伝わってきます。
　笠置町・和束町・南山城村の３町村協働で組織した「京都やましろ体験交流協議
会」では、子どもたちや海外の方々と農村のありのままの生活を共に送る「農泊」
事業を進めています。
　いっしょにごはんを作り、お茶を急須で淹れて飲み、話し、家族のように過ごし
ていただきます。
　7月以降は、海外からの受入が多くなってきます。田舎にいながら、いろいろな
国の方々と交流でき、お子さんやお孫さんの英語教育のために、と受入していただ
くご家庭もあります。
　少しでも受入にご興味をお持ちいただいた、笠置町・和束町・南山城村のみなさ
ん！受入開始まで、事務局が全力でサポートいたします。お気軽にご連絡ください。

京都やましろ体験交流協議会
〒619-1222　和束町白栖大狭間35（和束町活性化センター内）
☎ 0774・78・3396　担当：下村・吉田　E-mail：info@chagenkyo.com

受入月日 国・地域 年代 人数
7月 9日（火）〜10日（水） 中国 中学生 45
7月10日（水）〜11日（木） 中国 中学生 30
7月12日（金）〜13日（土） 中国 中学生 30
7月14日（日）〜15日（月） フランス 大人 15
7月17日（水）〜18日（木） 中国 中学生 30
7月20日（土）〜21日（日） 中国 中学生 15
7月21日（日）〜23日（火）2泊 中国 小・中学生 25
7月27日（土）〜28日（日） 世界各国 大学生 15

お茶摘みして、晩ご飯の天ぷらに

フライパンでほうじ茶づくり

いっしょにお料理を
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令和元年度南山城村職員採用試験案内
１．試験区分及び採用予定人数

試験
区分

採用
予定数 職務の内容

一般
行政職 若干名 村長部局に勤務して、一般行政事務等

に従事します。

２．受験資格　　
　高等学校卒業以上の学歴若しくはこれと同等以上
の学力を有する昭和60年4月2日以降に生まれた人
※�地方公務員法第16条の規定に該当する人は受験できません。

３．試験の日時及び場所等
　試験は第１次試験及び第２次試験とし、第２次試
験は第１次試験の合格者に対しておこないます。
区　分 試　験　日 場　　　所 試験内容

第１次
試　験 令和元年９月22日（日）南山城村役場

教養試験
適性検査
作文試験

第２次
試　験 令和元年10月下旬の予定 南山城村役場 面接試験

※�なお、第１次試験の結果については10月9日（水）までに
合格者にのみ通知し、併せて役場前広報板に掲示します。
※�第２次試験の日時等詳細については、第1次試験合格通知
でおしらせします。

４．受験申込手続及び申込受付期間
⑴申込用紙の請求
　南山城村役場総務課に請求してください。
　郵送による請求の場合は、封筒のおもてに「一般行政事務採
用試験受験申込書請求」と朱書きし、120円切手を貼った郵便
番号、あて先明記の返信用大封筒（角２の大きさ）を同封して、
総務課あてに請求してください。（申込書の様式は南山城村の
ホームページに掲載しています。）

⑵申込手続きの方法
　申込みは村から配布された受験申込書とともに、次の書面を
添付して総務課へ提出してください。
≪添付書類≫　１．履歴書
　　　　　　　２．卒業又は卒業見込証明書
　　　　　　　３．成績証明書

⑶受験申込受付期間
　受付期間は、７月１日（月）から８月15日（木）までの土・日曜日、
祝日を除く開庁日とします。
持参する場合　
　執務時間内（午前８時30分から午後５時まで）に申込用紙等を
総務課にご持参ください。
郵送の場合 　
　封筒の表面に「採用試験申込書在中」と朱書きし、必ず簡易書
留で送付してください（８月15日（木）執務時間中必着のこと）。
　郵送の控え（受領証）は受験票が届くまで保管して置いてください。
　書類の不備がある場合は受付できません。

５．申込書及び履歴書の取扱い
　受験申込みの際に提出いただいた申込書や履歴書等は返却致しませんのでご了承ください。

６．採用予定日　令和２年４月１日（水）

７．給与等
　南山城村職員の給与に関する条例に基づき支給されることになっており、初任給については次のとおりです。

大学卒 短大卒 高校卒

採用時 180,700円 161,300円 148,600円

８．問合せ・申込先　南山城村役場総務課
〒619－1411　京都府相楽郡南山城村大字北大河原小字久保14－1
　☎0743・93・0102（直通）

　左記の額は、平成31年４月１日現在の基本給です。
　なお、左記の金額は今後改定される場合があり、また、職歴などがある方は
その経歴に応じて加算される場合があります。上記のほか、諸手当がそれぞ
れの支給条件に応じて支給されます。

伊賀・山城南定住自立圏連携事業
伊賀市･笠置町･南山城村
救急・健康相談ダイヤル24 0120・4199・22
　�　心と体のさまざまな相談に24時間体制でお応えします。通
話料・相談料は無料です。

◇�ご相談内容に応じてアドバイスいたします。場合によっては
お名前と年齢を告げてください。

◇�どこからでも伊賀市・笠置町・南山城村にお住まいのみなさ
んが無料（フリーダイヤル）でご相談できます。

◇�プライバシーは厳守されるシステムになっておりますので、
安心してご相談ください。

固定資産評価審査委員
（南山城村）
　６月定例議会において、森本伸一さん
（田山）が、固定資産評価審査委員として
選任同意（再任）
されました。任期
は令和元年７月２
日から令和４年７
月１日です。

森本伸一さん（田山）

加茂方面のお出かけに。【相楽東部広域バス】好評運行中!
運行日：月・水・金・土（祝日運行・12月29日〜１月３日は運休）
運　賃：最大300円

月ヶ瀬口駅発 8：15／10：15／13：15／15：40
加茂駅発 9：15／11：15／14：15／16：40

【運行状況や忘れ物に関すること】
株式会社キタモリ	☎0595・38・1524
【その他の問合せ】
南山城村総務課	☎0743・93・0102

運
行
状
況
確
認

Q
R
コ
ー
ド
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法務大臣から人権擁護委員に委嘱（和束町）
　和束町では、人権擁護委員の任期満了に伴い、法務大
臣から人権擁護委員として令和元年７月１日〜令和３年６
月30日までの３年間の任期で中嶋修さんが新しく委嘱さ
れました。
　人権擁護委員は、国民の基本的人権が侵犯されること
のないよう注視し、侵犯された場合には、救済のためにす

みやかに適切な処理をとるとともに、常に人権尊重思想の
普及に務めることが使命であり地域の住民が、人権につい
て関心を持ってもらえるような活動や人権相談を受けるな
どの活動をおこなっています。
　和束町では原則毎月27日人権相談所を開設しています。
人権に関する問題でお困りの方はお気軽にご相談ください。

問合せ　和束町人権ふれあいセンター
　　　　　☎0774・78・3488

人権強調月間（笠置町）
　一人ひとりが尊重され、誰もが自分らしく生きるこ
とのできる社会づくりをめざし、笠置町では毎年７月
を、和束町と南山城村では毎年８月を「人権強調月

間」と定め、差別や人権問題をなくすため、各種啓発
活動等をおこなっています。

◦人権啓発パネル展（笠置町）
　日　時　７月２日（火）〜19日（金）※

　　　　　午前９時〜午後５時　※19日（金）のみ正午まで
　場　所　笠置町産業振興会館
　内　容　人権啓発パネルの展示
　　　　　人権に関する標語の七夕飾り設置
　主　催　笠置町同和教育推進協議会
　問合せ　教育委員会笠置町分室
　　　　　☎0743・95・2726

◦人権啓発作品（笠置町）
　７月の人権強調月間に伴い、笠置町では啓
発作品（標語等）の募集がおこなわれ、24点
の応募がありました。そのうち、代表となっ
たのは右記の標語です。他の23点については、
下記に掲載しています。

人権啓発作品　標語作品
①　みんなのおもいやり　人

じん

権
しゅ

差
さ

別
べつ

のない　笠
かさ

置
ぎ

町
ちょう

　に。

②　人
ひと

々
びと

と　接
せっ

する態
たい

度
ど

で　学
まな

ぼう人
じん

権
けん

③　お互
たが

いが　人
じん

権
けん

尊
そん

重
ちょう

　意
い

識
しき

に

④　ふるさとの　文
ぶん

化
か

と人
じん

権
けん

　守
まも

ろうよ！

⑤　さしのべて　あなたのやさしい　思
おも

いやり

⑥　輝
かがや

ける　人
じん

権
けん

社
しゃ

会
かい

の　確
かく

立
りつ

を。

⑦　大
たい

切
せつ

に　あなたの人
じん

権
けん

　わたしの人
じん

権
けん

。

⑧　あなたのその一
ひと

言
こと

で　大
だい

事
じ

な友
とも

達
だち

　なくすかも…

⑨　楽
たの

しいと　思
おも

える毎
まい

日
にち

　すごしたい！！

⑩　大
たい

切
せつ

な　友
とも

達
だち

いつぱい　つくろうね　

⑪　友
とも

達
だち

と　いっしょにつくろう　明
あか

るい笑
え

顔
がお

⑫　直
なお

らない　心
こころ

のきずを　作
つく

らない

⑬　みんなでね　楽
たの

しく遊
あそ

ぼう　毎
まい

日
にち

ね♡

⑭　手
て

と手
て

を取
と

り合
あ

い　絆
きずな

深
ふか

める　笠
かさ

置
ぎ

町
ちょう

⑮　心
こころ

ない　言
こと

葉
ば

を載
の

せたＳＮＳ　消
け

す事
こと

出
で

来
き

ない

⑯　投
とう

稿
こう

と　相
あい

手
て

と自
じ

分
ぶん

の　心
こころ

の傷
きず

⑰　考
かんが

えて！！　差
さ

別
べつ

ゼロの　町
まち

づくり

⑱　それぞれの違
ちが

いを認
みと

めあう関
かん

係
けい

　そんな仲
なか

間
ま

を増
ふ

やしたい

⑲　手
て

をつなぎ　みんなで歩
ある

く　差
さ

別
べつ

のない未
み

来
らい

を。

⑳　広
ひろ

げよう　あなたの一
ひと

言
こと

で　笑
え

顔
がお

の輪
わ

を

�　人
ひと

を知
し

る　人
ひと

のことを考
かんが

える　思
おも

いやり

�　人
ひと

とのつながり　それは　無
む

限
げん

大
だい

�　手
て

と手
て

をつないで　幸
しあわ

せの輪
わ

を広
ひろ

げよう

◦人権啓発街頭活動
人権の大切さを呼びかける街頭啓発をおこないます。

日　時 場　所

笠置町 ７月２日（火）午前７時〜 JR笠置駅前・産業振興会館
ローソン笠置切山店前及び町内

和束町 ７月26日（金）午前７時30分〜 和束町白栖橋交差点付近
南山城村 ８月２日（金）午前９時30分〜10時 やまなみホール

ささえ合
あ

う
小
ちい

さな町
まち

の
　　　人

じん

権
けん

の輪
わ

　　　
人KENまもる君 人KENあゆみちゃん

人権イメージキャラクター
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３
小
学
校
合
同
で
修
学
旅
行
へ

　

６
月
６
日
（
木
）
、
７
日
（
金
）
の
一
泊
二
日
で
笠
置
小

学
校
・
和
束
小
学
校
・
南
山
城
小
学
校
の
６
年
生
が
三
重
県

の
伊
勢
・
鳥
羽
方
面
に
修
学
旅
行
に
行
き
ま
し
た
。
あ
い
に

く
の
天
気
で
し
た
が
、
児
童
た
ち
は
釣
り
体
験
を
楽
し
ん
だ

り
、
鳥
羽
水
族
館
で
水
中
の
「
生
き
物
」
を
見
学
し
た
り
し

ま
し
た
。
ま
た
、
志
摩
ス
ペ
イ
ン
村
で
も
元
気
い
っ
ぱ
い
に

活
動
し
て
、
楽
し
い
修
学
旅
行
に
な
り
ま
し
た
。

　

友
人
と
普
段
過
ご
さ
な
い
場
所
で
宿
泊
す
る
と
い
う
貴
重

な
経
験
が
、
こ
れ
か
ら
の
成
長
に
大
き
な
助
け
と
な
る
こ
と

で
し
ょ
う
。

３
町
村
京
の
ま
な
び
教
室・

笠
置
児
童
館
合
同
事
業

初
夏
を
歩
こ
う

　

６
月
１
日（
土
）、か
さ
ぎ
・
ま
な
び
塾（
笠
置
町
）、あ
そ
び

塾（
和
束
町
）、Y
a
！
ま
な
び
c
l
u
b（
南
山
城
村
）の

3
町
村
京
の
ま
な
び
教
室
と
笠
置
児
童
館
の
合
同
事
業『
初

夏
を
歩
こ
う
』が
開
か
れ
、児
童
や
保
護
者
な
ど
総
勢
45
人
の

参
加
者
が
、木
津
川
市
の
城
山
台
公
園
へ
出
か
け
ま
し
た
。

　

公
園
で
は
３
町
村
の
児
童
の
交
流
を
目
的
に
、
ウ
ォ
ー
ク

ラ
リ
ー
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。
ミ
ッ
シ
ョ
ン
指
示
書
に
し
た

が
っ
て
、
５
つ
の
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
で
、
チ
ー
ム
で
協
力

し
て
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
遂
行
し
ま
し
た
。
各
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
合

計
得
点
を
競
い
合
い
な
が
ら
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
お
昼
は
み
ん
な
で
お
弁
当
を
食
べ
、
そ
の
後
は
サ
ッ

カ
ー
や
ド
ッ
チ
ビ
ー
な
ど
で
遊
ん
で
楽
し
く
過
ご
し
ま
し
た
。

　

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
で
は
、
3
町
村
の
子
ど
も
た
ち

が
積
極
的
に
交
流
で
き
る
よ
う
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
計
画

し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
親
子
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

ブ
ッ
ク
カ
フ
ェ

　

５
月
24
日
（
金
）
、
笠
置
町
に

あ
る 

和
民
家
C
a
f
e
豆
茶
牛
に

お
い
て
読
書
活
動
推
進
事
業
『
第

７
回
ブ
ッ
ク
カ
フ
ェ
』
を
開
き
ま

し
た
。

　

今
回
は
参
加
者
に
よ
る
本
の
紹

介
と
と
も
に
、
前
回
に
引
き
続
き

課
題
図
書
を
設
定
し
、
感
想
に

つ
い
て
意
見
交
換
を
お
こ
な
い

ま
し
た
。
今
回
の
課
題
図
書
は

「
2
0
1
8
年
本
屋
大
賞
」
ノ
ミ

ネ
ー
ト
作
品
か
ら
好
き
な
も
の
を

読
ん
で
き
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

課
題
図
書
を
す
べ
て
読
ん
で
き
た

と
い
う
方
も
、
そ
う
で
な
い
方
も
、

面
白
か
っ
た
と
こ
ろ
、
気
に
な
っ

た
と
こ
ろ
を
語
り
合
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
参
加
者
の
本
の
紹
介
で

は
「
そ
ん
な
本
あ
る
ん
や
！
」
と

い
っ
た
盛
り
あ
が
り
な
ど
も
あ
り
、

好
奇
心
が
く
す
ぐ
ら
れ
る
楽
し
い

時
間
と
な
り
ま
し
た
。

教 育

鳥羽水族館見学

城山台公園でウォークラリー

菅島で釣り体験

記念撮影

みんなで記念撮影

話
を
聞
か
な
い
男
、

地
図
が
読
め
な
い
女

ア
ラ
ン・ピ
ー
ズ
／
バ
ー
バ
ラ・ピ
ー
ズ 

著

奈
良
妖
怪
新
聞

木
下
昌
美 

著

ア
イ
ヌ
文
化
で
読
み
解
く

「
ゴ
ー
ル
デ
ン・カ
ム
イ
」

中
川　
裕 

著

あ
な
た
の
体
は
９
割
が
細
菌

ア
ラ
ン
ナ・コ
リ
ン 

著

読
書
す
る
人
だ
け
が

た
ど
り
つ
着
け
る
場
所

齋
藤　
孝 

著

え
え
と
こ
ろ

く
す
の
き
し
げ
の
り 

著

ブックカフェの様子

※ 紹介された本の一部をご紹介し
ます（全作品は図書室に掲示し
てあります）

加茂方面のお出かけに。【相楽東部広域バス】好評運行中!
運行日：月・水・金・土（祝日運行・12月29日〜１月３日は運休）
運　賃：最大300円

月ヶ瀬口駅発 8：15／10：15／13：15／15：40
加茂駅発 9：15／11：15／14：15／16：40

【運行状況や忘れ物に関すること】
株式会社キタモリ	☎0595・38・1524
【その他の問合せ】
南山城村総務課	☎0743・93・0102

運
行
状
況
確
認

Q
R
コ
ー
ド
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不
健
康
な
食
事
・
運
動
不

足
・
喫
煙
・
過
度
の
飲
酒
な

ど
、
生
活
習
慣
の
改
善
に
よ

り
予
防
可
能
な
疾
患
を non-

com
m

unicab
le d

isease

（
非
感
染
性
疾
患
：N

C
D

）

と
位
置
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

た
ば
こ
は
、
が
ん
・
呼
吸
器

疾
患
・
循
環
器
疾
患
の
み
な
ら

ず
、
糖
尿
病
へ
の
影
響
も
あ
る

と
い
わ
れ
て
お
り
、
糖
尿
病
治

療
に
際
し
て
も
、
ま
ず
は
禁
煙

を
進
め
る
方
向
に
な
っ
て
き
て

い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

日
々
の
診
療
に
お
い
て
、
禁

煙
指
導
が
難
し
い
と
感
じ
る
の

は
「
や
め
な
さ
い
」
と
い
う
こ

と
で
、
患
者
に
反
発
さ
れ
て
、

必
要
な
治
療
が
止
ま
っ
て
し
ま

う
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
不
安

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
想
像

し
ま
す
。

　

自
身
の
診
療
で
も
、
肺
癌
の

手
術
治
療
、
抗
が
ん
剤
治
療
を

す
る
の
に
タ
バ
コ
を
吸
っ
た
ま

ま
で
は
で
き
な
い
こ
と
を
伝
え

る
と
、
禁
煙
し
て
く
れ
ま
す
が
、

そ
れ
で
も
１
０
０
人
に
１
人
く

ら
い
は
や
め
ら
れ
な
い
で
す
。

　

な
か
な
か
手
ご
わ
い
相
手
で

す
が
、
そ
れ
と
な
く
「
卒
煙
」

を
提
案
し
て
い
た
だ
け
ま
せ
ん

か
。
今
ま
で
は
吸
っ
て
い
た
け

ど
、
タ
バ
コ
か
ら
卒
業
し
ま
し

ょ
う
と
い
う
提
案
で
す
。
幸
い

に
し
て
「
吸
わ
な
く
て
も
イ
ラ

イ
ラ
し
な
い
」
よ
う
に
禁
断
症

状
を
抑
え
る
薬
が
あ
り
ま
す
。

ち
ょ
っ
と
の
努
力
で
卒
煙
可
能

な
サ
ポ
ー
ト
体
制
が
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

ど
こ
に
き
っ
か
け
が
あ
る
か

は
わ
か
り
ま
せ
ん
。
な
ん
ら
か

の
き
っ
か
け
で
、
そ
の
患
者
さ

ん
が
卒
煙
で
き
れ
ば
、
そ
の
卒

煙
者
が
新
た
に
卒
煙
希
望
者
を

連
れ
て
く
る
と
い
う
よ
う
な
、

卒
煙
の
輪
に
広
が
れ
ば
う
れ
し

い
で
す
。

京
都
山
城
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー

　

呼
吸
器
外
科

伊
藤
和
弘

　 　

　
会
師
医
楽
相

ス
イ
バ
ド
ア
康
健

そ
の
52 

卒
煙
の
サ
ポ
ー
ト

◦相楽休日応急診療所の診療体制
受付時間 午前８時30分〜午後０時30分
診療時間 午前９時〜

症状によっては診察できない場合や京都山城総合医
療センターを紹介する場合があります。

受診前には電話でお問合せください。
８月の診療科目は次のとおりです。
（急に変更になる場合があります。）

月　　日 診療科目
８月 4日（日） 内科
８月11日（日） 内科

８月12日（月・祝） 小児科
８月18日（日） 内科・小児科
８月25日（日） 内科・小児科

※ ７月分については広報れんけい６月号をご覧ください。

問合せ　相楽休日応急診療所（相楽会館内）
☎0774・73・9988（直通）

保健・福祉

乳がん・子宮がん集団検診（南山城村）
　今年も集団検診車による婦人のがん（乳がん・子宮がん）検診の日が近づいてきました。２日間で４会場を回ります。
最寄りの場所でお受けください。

日　程 受付時間 場　所 内　容

８月13日（火）
午前10時〜11時 高尾公民館 子宮がん検診

婦人科医による子宮頸がん検診　対象：20歳以上
乳がん検診
乳がん専門の外科医による視触診(全員)と乳房のX線撮影（マンモグラフィ
ー）（４0歳以上は全員。以下は医師の指示にて撮影）　対象：30歳以上

午後１時〜３時 農業者トレーニングセンター

８月19日（月）
午前10時〜11時 本郷コミュニティセンター
午後１時〜３時 保健福祉センター

自己負担金　子宮がん1,000円　乳がん1,000円（視触診のみは無料）
　　　　　　８月19日（月）は骨粗しょう検診（骨密度測定）も実施します。※要予約
申込み 　７月31日（水）までに保健福祉センターへ。（☎0743・93・0294）後日、申込みされた方に受付時間を通知します。

子宮がんの医療機関での個別検診は10月〜１月の予定です。子宮体がん検診を希望される方は医療機関受診対応
となります。医療機関は相楽郡内と木津川市内、伊賀市内の産婦人科です。個別検診については後日、申込みを受
付けます。

特定健診・基本健康診査の個別健診が８月から始まります
　村内の医療機関・竹澤内科小児科医院での個別健診が８・９・10月の３ヶ月間実施されます。事前申込みが
必要ですので、直接医院（☎0743・93・0808）にお申込みください。国民健康保険に加入の方は受診券が届
きますので、それを持参して受診くださるようお願いします。
　大腸がんの個別検診も同時に実施となりますので、ご希望の方は医院へお申込みください。

問合せ　南山城村保健福祉センター　☎0743・93・0294

献血のおしらせ（笠置町）
〜あなたのやさしさ待っています〜

日時・場所　７月19日（金）
　　　　　　午前10時15分〜11時45分　つむぎてらす
　　　　　　午後１時30分〜３時30分　笠置町役場
献血できる方　 男性17〜69歳、女性18〜69歳で男女とも体重50kg以上の

方
　　　　　　　※ 65歳以上の方の献血については、献血いただく方の

健康を考慮し、60〜64歳の間に献血経験がある方に
限ります。

　　　　　　　※ 輸血や臓器の移植をうけたことのある方はご遠慮くだ
さい。

持 ち 物　 献血カードまたは免許証など本人確認ができるもの
問 合 せ　笠置町保健福祉課　☎0743・95・2301（代表）
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相
楽
中
部
消
防
組
合
消
防
職
員
募
集

受
付
期
間　

７
月
29
日（
月
）～
８
月
16
日（
金
）

　
　
　
　

※ 

土
曜
・日
曜
・
祝
日
を
除
く
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
ま
で

受
付
場
所　

京
都
府
木
津
川
市
木
津
白
口
10
番
地
２

　
　
　
　

 

相
楽
中
部
消
防
組
合
消
防
本
部
総
務
課
へ
持
参
（
郵
送
は

受
付
不
可
）

必
要
書
類　

 

申
込
書
と
受
験
票
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
３
か
月
以
内

に
撮
影
し
た
写
真
を
貼
り
、
次
の
書
類
等
を
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

　
　
　
　
　

１　

 

最
終
学
校
卒
業
証
明
書（
卒
業
見
込
証
明
書
）

　
　
　
　
　

２　

最
終
学
年
成
績
証
明
書

　
　
　
　
　

３　

 

受
験
票
送
付
用
封
筒 

１
通（
長
形
３
号
封
筒
に
住
所
・
氏

名
を
記
入
し
、82
円
の
切
手
を
貼
付
し
て
く
だ
さ
い
。）

試
験
日
時
等

　
　
　
　

第
１
次
試
験

　
　
　
　

実
施
日　

９
月
22
日（
日
）

　
　
　
　

場　

所　

京
都
府
木
津
川
市
木
津
上
戸
15 

相
楽
会
館
２
階（
予
定
）

試
験
内
容　

教
養
試
験
・
消
防
適
性
検
査
・
小
論
文

　
　
　
　

※ 

第
２
次
試
験
等
に
つ
い
て
は
、
合
格
者
に
通
知
し
ま
す
。

そ
の
他　

 

試
験
案
内
・
申
込
書
等
は
相
楽
中
部
消
防
組
合
消
防
本
部

総
務
課
及
び
、
消
防
本
部
各
出
張
所
・
木
津
川
市
役
所

（
支
所
）
・
笠
置
町
役
場
・
和
束
町
役
場
及
び
南
山
城
村

役
場
に
置
い
て
い
ま
す
が
、

　
　
　
　

http://w
w

w
.sourakuchubu119

‐kyoto.jp/

　
　
　
　
　

 

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い

問
合
せ　

相
楽
中
部
消
防
組
合
消
防
本
部
総
務
課

　
　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
75
・
１
３
８
０

２
０
１
９
年

夏
の
交
通
事
故
防
止
府
民
運
動

「
令
和
の
夏

こ
こ
ろ
あ
ら
た
に

事
故
防
止
」

　

７
月
21
日
（
日
）
～
31
日
（
水
）
ま
で
の
11
日

間
は
夏
の
交
通
事
故
防
止
府
民
運
動
の
実
施
期
間

で
す
。

運
動
重
点　

 

• 

子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防

止

　
　
　
　
　

 

• 

ス
マ
ホ
利
用
等
の
な
が
ら
運
転
の

根
絶

　
　
　
　
　

 

• 

自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進

　
　
　
　
　

•
飲
酒
運
転
の
根
絶

 　

運
動
期
間
中
の
み
で
な
く
、
み
ん
な
で
交
通
安

全
意
識
を
高
め
、
一
人
ひ
と
り
が
交
通
ル
ー
ル
の

遵
守
と
正
し
い
交
通
マ
ナ
ー
を
実
践
し
、
交
通
事

故
を
防
止
し
ま
し
ょ
う
！

笠 

置
町
で
は　

実
施
期
間
中
、
防
災
無
線
に
よ
る

周
知
及
び
注
意
喚
起
を
お
こ
な
い
ま
す

和 

束
町
で
は　

７
月
23
日
（
火
）
、
午
前
７
時
30

分
～
８
時
ま
で
、
和
束
町
白
栖
橋
前
交
差
点
付

近
で
、
夏
の
交
通
事
故
防
止
府
民
運
動
街
頭
啓

発
活
動
を
お
こ
な
い
ま
す
。

南 

山
城
村
で
は　

防
災
行
政
無
線
に
よ
る
啓
発
、

電
光
掲
示
板
で
の
注
意
喚
起
を
お
こ
な
い
ま
す
。

主　

催　

笠
置
町
・
和
束
町
・
南
山
城
村

　
　
　
　

 

笠
置
町
交
通
安
全
対
策
協
議
会
・
和
束

町
交
通
安
全
対
策
協
議
会
・
南
山
城
村

交
通
安
全
対
策
協
議
会

木
津
警
察
署
か
ら
の
お
し
ら
せ

◇ 

夏
休
み
中
に
お
け
る

　

少
年
の
非
行
・
犯
罪
被
害
防
止
と

　

有
害
環
境
の
浄
化

　

 　

夏
休
み
は
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
、

学
校
以
外
で
の
様
々
な
体
験
が
で
き
る

機
会
で
す
が
、
そ
の
一
方
で
気
が
緩
み
、

深
夜
徘
徊
等
で
警
察
に
補
導
さ
れ
る
中

学
生
や
高
校
生
が
増
え
る
時
期
で
も
あ

り
ま
す
。

　

 　

こ
の
よ
う
な
子
ど
も
の
行
動
の
変
化
は

　
　
　

◎ 

大
麻
を
は
じ
め
と
す
る
違
法
薬

物
の
誘
惑

　
　
　

◎ 

児
童
売
春
や
児
童
ポ
ル
ノ
等
の

性
犯
罪
被
害

　

 
と
い
っ
た
リ
ス
ク
を
伴
う
ほ
か
、
自
ら

が
犯
罪
に
手
を
染
め
る
ケ
ー
ス
に
つ
な

が
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

 　

日
頃
か
ら
子
ど
も
の
行
動
に
関
心
を

持
っ
て
、
親
子
の
対
話
を
増
や
し
、
子

ど
も
と
の
絆
を
深
め
ま
し
ょ
う
。

　

 　

ま
た
、
児
童
売
春
や
児
童
ポ
ル
ノ
・

違
法
薬
物
・
酒
・
タ
バ
コ
の
提
供
、
深

夜
帯
の
雇
用
等
の
福
祉
犯
罪
は
少
年
の

心
身
に
有
害
な
影
響
を
与
え
、
健
全
な

育
成
を
阻
害
す
る
悪
質
な
犯
罪
で
す
。

こ
の
よ
う
な
犯
罪
に
つ
い
て
見
た
り
聞

い
た
り
し
た
ら
、
木
津
警
察
署
ま
で
情

報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

◇ 

海
・
川
等
で
の
水
遊
び
の

　

シ
ー
ズ
ン
に
な
り
ま
し
た
が
、

　

楽
し
い
思
い
出
づ
く
り
の
先
で

　

水
難
事
故
に
遭
わ
な
い
た
め
に

　
　
　

◎ 

子
ど
も
だ
け
の
水
遊
び
は
大
変

危
険
で
す
。
必
ず
、
保
護
者
が

同
伴
し
、
目
を
離
さ
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

　
　
　

◎ 

川
は
大
小
に
か
か
わ

ら
ず
、
安
全
と
思
わ

れ
る
場
所
で
も
、
ゲ

リ
ラ
豪
雨
等
に
よ
り

急
に
増
水
す
る
こ
と

が
あ
る
た
め
、
十
分

に
注
意
し
ま
し
ょ

う
。

　
　
　

◎ 

体
調
が
悪
い
と
き
の
遊
泳
は
や

め
ま
し
ょ
う
。
保
護
者
の
方
は

子
ど
も
の
体
調
を
よ
く
観
察
し

て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

◇ 

令
和
元
年
度

　
「
府
民
防
犯
の
日
」
等
に

　

お
け
る
取
組
の
推
進

　

 　

京
都
府
で
は
京
都
府
犯
罪
の
な
い
安

心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
条
例
に
基
づ

き
、
府
民
の
防
犯
意
識
の
向
上
と
府
民

参
加
の
取
組
に
よ
る
犯
罪
を
発
生
さ
せ

な
い
環
境
作
り
を
推
進
す
る
た
め
、
毎

年
７
月
10
日
を
「
府
民
防
犯
の
日
」
に

指
定
し
、
さ
ら
に
そ
の
日
か
ら
10
日
間

を
「
府
民
防
犯
旬
間
」
と
し
て
、
犯
罪

の
な
い
安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
の

機
運
を
醸
成
す
る
た
め
の
活
動
を
集
中

的
に
実
施
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
 　

木
津
警
察
署
は
自
治

体
や
防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
等
、
各
種
団
体
と
連

携
を
図
り
な
が
ら
、
地

域
の
安
全
に
関
す
る
活

動
を
実
施
し
ま
す
の
で
、

み
な
さ
ん
も
自
主
的
な

参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ　

木
津
警
察
署

　
　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
72
・
０
１
１
０

安心・安全

募集内容・応募資格
職
種

採用
予定
人数

受　　験　　資　　格

消
防
職

若
干
名

年齢と学歴

平成６年４月２日以降に生まれ、学校教育法の
高等学校以上の卒業者または同等の学力を
有する人（令和２年３月卒業見込者を含む）

居住条件

相楽中部消防組合管内またはその近郊（お
おむね通勤時間片道40分以内）に居住して
いるか、採用後に居住の予定があること

身体的条件

身長　男性  おおむね160㎝以上であること
　　　女性  おおむね155㎝以上であること
体重　男性  おおむね50㎏以上であること
　　　女性  おおむね45㎏以上であること
※ 身長と体重は均衡を保っていること
視力　  裸眼で両目とも0.6以上又は裸眼で両

目とも0.1以上で矯正視力が1.0以上
であること

色覚・聴力・言語・その他職務遂行上支障
がないこと

加茂方面のお出かけに。【相楽東部広域バス】好評運行中!
運行日：月・水・金・土（祝日運行・12月29日〜１月３日は運休）
運　賃：最大300円

月ヶ瀬口駅発 8：15／10：15／13：15／15：40
加茂駅発 9：15／11：15／14：15／16：40

【運行状況や忘れ物に関すること】
株式会社キタモリ	☎0595・38・1524
【その他の問合せ】
南山城村総務課	☎0743・93・0102

運
行
状
況
確
認

Q
R
コ
ー
ド



11 広報  　　　 2019.7◦第160号

講
座

大
人
も
W
a
k
u
W
o
r
k
体
験
事
業

 『
お
裁
縫
体
験
教
室
』（
３
町
村
）

実
施
日　

７
月
26
日（
金
）

時　

間　

午
後
１
時
～
４
時
30
分

場　

所　

南
山
城
村
文
化
会
館

作　

品　

エ
プ
ロ
ン

講　

師　

畑
紀
子
さ
ん

参
加
対
象　

 

３
町
村
在
住
・
在
勤
の
18
歳
以
上
の
方

（
高
校
生
不
可
）

参
加
費　

２
０
０
０
円
程
度
（
材
料
費
＋
講
習
料
）

　
　
　
　

※
当
日
徴
収
し
ま
す
。

持
ち
物　

 

裁
縫
道
具
一
式
、
お
持
ち
の
方
は
ミ
シ
ン

（
２
台
貸
出
有
り
）
、
筆
記
用
具

　
　
　
　

※
布
、
及
び
糸
は
こ
ち
ら
で
用
意
し
ま
す
。

　
　
　
　

※ 

ミ
シ
ン
持
参
の
方
は
、
ボ
ビ
ン
・
針
も

お
忘
れ
な
く
。

定　

員　

 

先
着 

６
人

申
込
期
間　

７
月
８
日
（
月
）
～
19
日
（
金
）

　
　
　
　

※ 

土
・
日
・
祝
日
を
除
く
午
前
９
時
～
午

後
５
時

　
　
　
　

※ 

申
込
時
に
「
グ
レ
ー
」
「
白
」
の
色
指

定
を
お
願
い
し
ま
す
。

申
込
み　

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

　
　
　
　

 　

☎
０
７
７
４
・
78
・
４
３
３
５

そ
の
他　

 

詳
し
く
は
連
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
チ

ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

 『
健
康
体
操
』（
笠
置
町
）

実
施
日　

７
月
11
日
（
木
）

時　

間　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

場　

所　

笠
置
町
中
央
公
民
館

講　

師　

鷹
野
明
子
さ
ん

参
加
対
象　

笠
置
町
在
住
か
つ
60
歳
以
上
の
方

問
合
せ　

教
育
委
員
会
笠
置
町
分
室

　
　
　
　
　

☎
0
7
4
3
・
95
・
2
7
2
6

 『
大
人
の
英
会
話
教
室
』

●
和
束
町
教
室

実
施
日　

７
月
１
日
（
月
）

時　

間　

午
後
７
時
30
分
～
８
時
40
分

場　

所　

和
束
町
体
験
交
流
セ
ン
タ
ー

講　

師　

イ
ー
ラ
イ
・
フ
ァ
ス
タ
先
生

問
合
せ　

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

　
　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
78
・
４
３
３
５

●
南
山
城
村
教
室

実
施
日　

７
月
３
日
（
水
）
・
17
日
（
水
）

時　

間　

午
後
７
時
30
分
～
８
時
40
分

場　

所　

 

南
山
城
村
文
化
会
館
（
や
ま
な
み
ホ
ー
ル
）

講　

師　

ク
ラ
ー
ク
・
ボ
ー
ド
リ
ー
先
生

問
合
せ　

教
育
委
員
会
笠
置
町
分
室

　
　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
95
・
２
７
２
６

　
　
　
　

教
育
委
員
会
南
山
城
村
分
室

　
　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
93
・
０
５
８
０

 『
親
と
子
の
茶
道
教
室
』（
南
山
城
村
）

実
施
日　

７
月
27
日
（
土
）

時　

間　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

場　

所　

 

南
山
城
村
文
化
会
館

　
　
　
　
（
や
ま
な
み
ホ
ー
ル
）

講　

師　

菅
瀬
操
仙
さ
ん

対
象
者　

親
と
子
の
茶
道
教
室
受
講
生

　
　
　
　

※ 

受
講
生
以
外
の
方
で
も
お
気
軽
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。

分

問
合
せ　

教
育
委
員
会
南
山
城
村
分
室

　
　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
93
・
０
５
８
０

催
し

 

和
束
町
史
編
さ
ん
室

「
写
真
展
示
」の
案
内

日　

時　

７
月
23
日
（
火
）
～
31
日
（
金
）

場　

所　

和
束
町
役
場
１
階
ホ
ー
ル　
　

テ
ー
マ　

 

昭
和
28
年
南
山
城
水
害
で
の
和
束
町
の
被
害

内　

容　

 　

和
束
町
史
編
さ
ん
室
で
は
、
和
束
町
の

昔
の
写
真
を
収
集
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
　
　
　

 　

今
回
は
、
昭
和
28
年
８
月
14
日
～
15
日

に
か
け
、
南
山
城
南
部
に
お
い
て
、
集
中

豪
雨
が
原
因
と
な
っ
て
和
束
川
が
氾
濫
し

大
き
な
被
害
を
出
し
た
南
山
城
水
害
の
写

真
を
展
示
し
ま
す
。
役
場
に
来
ら
れ
た
と

き
は
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

和
束
町
史
編
さ
ん
室

　
　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
74
・
8
9
5
2

人
権
教
育
研
修
会（
南
山
城
村
）

　

８
月
は
「
人
権
強
調
月
間
」
で
す
。
家
庭
や
学

校
・
職
場
で
人
権
に
つ
い
て
考
え
て
い
た
だ
く
機
会

と
し
て
研
修
会
を
開
き
ま
す
。
申
込
み
は
不
要
で
す

の
で
ど
な
た
で
も
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日　

時　

８
月
２
日
（
金
）　

午
前
10
時
～
正
午

場　

所　

南
山
城
村
文
化
会
館

　
　
　
　
（
や
ま
な
み
ホ
ー
ル
）

内　

容　

 
世
界
に
は
＂
生
き
る
た
め
に
命
を
か
け
る

子
ど
も
達
が
い
る
＂

講　

師　

 

久く

郷ご
う

ポ
ン
ナ
レ
ッ
ト
さ
ん
（
平
和
の
語
り
、

元
カ
ン
ボ
ジ
ア
難
民
の
女
性
）

入
場
料　

無
料

※ 

こ
の
事
業
は
や
ま
な
み
大
学
と
の
共
催
と
な
っ
て

い
ま
す
。

問
合
せ　

南
山
城
村
総
務
課

　
　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
93
・
０
１
０
２（
直
通
）

府
立
山
城
郷
土
資
料
館
の
催
し

企
画
展

「
山
城
の
民
具
ー
民
具
は
地
域
文
化
を
語
る
ー
」

日　

時　

７
月
６
日（
土
）～
９
月
８
日（
日
）

　
　
　
　

午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分

場　

所　

山
城
郷
土
資
料
館

文
化
財
連
続
講
座

日　

時　

７
月
13
日
（
土
）

　
　
　
　

午
後
1
時
30
分
～
3
時
30
分

場　

所　

山
城
郷
土
資
料
館

演　

題　
「
民
具
は
地
域
文
化
を
語
る
」

講　

師　

当
館
資
料
課　

橫
出
洋
二

聴
講
料　

無
料
。
た
だ
し
入
館
料
が
必
要
。

　
　
　
　

※
事
前
申
込
み
は
不
要
。

施
設
の
ご
案
内�

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

所
在
地　

木
津
川
市
山
城
町
上
狛
千
両
岩

入
館
料　

一
般
2
0
0
円
・
小
中
学
生
50
円

開
館
時
間　

午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分

　
　
　
　

※
休
館
日　

月
曜
日

　
　
　
　

（
祝
日
の
場
合
は
翌
火
曜
日
）

問
合
せ　

府
立
山
城
郷
土
資
料
館
総
務
課

　
　
　
　
　

☎
0
7
7
4
・
86
・
5
1
9
9

　
　
　
　
　

ＦＡＸ
0
7
7
4
・
86
・
5
5
8
9

杉
山
愛
さ
ん
講
演
会

 『
夢
は
叶
う
！
思
い
続
け
る
大
切
さ
』

　

元
プ
ロ
テ
ニ
ス
プ
レ
ー
ヤ
ー
の
杉
山
愛
さ
ん
を
お

招
き
し
た
講
演
会
を
次
の
と
お
り
開
き
ま
す
。

日　

時　

８
月
10
日（
土
）　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

in
fo
rm

ation

おしらせ
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場　

所　

ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
京
都

主　

催　
（
一
財
）
京
都
府
市
町
村
職
員
厚
生
会

参
加
費　

無
料

申
込
み　

 
７
月
５
日
（
金
）午
前
９
時
～
19
日（
金
）

午
後
５
時
ま
で
に
、厚
生
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
お
申
込
み
く
だ
さ
い

定　

員　

１
０
０
人（
先
着
順
）

問
合
せ　
（
一
財
）
京
都
府
市
町
村
職
員
厚
生
会

　
　
　
　
　

☎
0
7
5
・
4
1
1
・
0
0
8
4

Ｈ　

Ｐ　

http://w
w

w
.kyoto-koseikai.or.jp

防
災
講
座
と
落
語
会

日　

時　

８
月
23
日
（
金
）

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
４
時

会　

場　

 

南
山
城
村
文
化
会
館（
や
ま
な
み
ホ
ー
ル
）

　
　
　
　

〒
6
1
9
ー
1
4
1
1

　
　
　
　

南
山
城
村
大
字
北
大
河
原
小
字
久
保
８

　
　
　
　
　

☎
0
7
4
3
・
93
・
0
5
6
0

内　

容　

①
防
災
講
座

　
　
　
　
　
「 

自
助
・
共
助
か
ら
は
じ
め
る
防
災
～
い

つ
で
も
、ど
こ
で
も
、だ
れ
で
も
、楽
し

く
学
ぼ
う
～
」

　
　
　
　
　

 

前
川
良
栄
さ
ん
（
防
災
企
業
連
合
関
西

そ
な
え
隊
事
務
局
・
防
災
士
）

　
　
　
　

②
元
気
ア
ッ
プ
健
康
体
操

　
　
　
　
　

 「 

～
笑
っ
て
動
け
ば
気
分
爽
快
、心
も
体

も
元
気
ア
ッ
プ
～
」

　
　
　
　
　

元
気
ア
ッ
プ
木
津
川
チ
ー
ム
加
茂

　
　
　
　
　
（
N
P
O
法
人「
手
を
つ
な
い
で
」）

　
　
　
　

③
防
災
落
語

定　

員　

３
０
０
人

参
加
費　

無
料

申
込
み　

①
厚
生
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申
込
み

　
　
　
　

② 

氏
名
・
住
所
・
電
話
番
号
を
記
入
の
う

え
厚
生
会
あ
て
は
が
き
・
F
A
X

　
　
　
　

③ 

各
社
会
福
祉
協
議
会
ま
で
電
話
・

F
A
X

　
　
　
　

７
月
１
日
（
月
）
～
８
月
16
日
（
金
）

　
　
　
　

※
先
着
順

問
合
せ　
（
一
財
）
京
都
府
市
町
村
職
員
厚
生
会

　
　
　
　

〒
6
0
2
ー
8
0
4
8

　
　
　
　

京
都
市
上
京
区
西
洞
院
通
下
立
売
上
る

　
　
　
　

京
都
府
自
治
会
館
内

　
　
　
　
　

☎
0
7
5
・
4
1
1
・
0
0
8
1

　
　
　
　
　

ＦＡＸ
0
7
5
・
4
1
1
・
0
0
8
5

Ｈ　

Ｐ　

http://w
w

w
.kyoto-koseikai.or.jp

　
　
　
　

笠
置
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
　

☎
0
7
4
3
・
95
・
2
7
5
0

　
　
　
　
　

ＦＡＸ
0
7
4
3
・
95
・
2
8
2
0

　
　
　
　

和
束
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
　

☎
0
7
7
4
・
78
・
3
3
1
2

　
　
　
　
　

ＦＡＸ
0
7
7
4
・
78
・
2
1
0
0

　
　
　
　

南
山
城
村
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
　

☎
0
7
4
3
・
93
・
1
2
0
1

　
　
　
　
　

ＦＡＸ
0
7
4
3
・
93
・
1
2
1
1

山
城
南
小
児
救
急
フ
ォ
ー
ラ
ム

日　

時　

 

９
月
14
日
（
土
） 
午
後
２
時
～
４
時（
開

場
：
午
後
１
時
15
分
～
）

場　

所　

 

ア
ス
ピ
ア
や
ま
し
ろ
（
木
津
川
市
山
城
町

平
尾
前
田
24
）

内　

容　

 

⑴ 

講
演
「
こ
ど
も
の
救
急 

～
ご
家
庭
で

で
き
る
こ
と
・
で
き
な
い
こ
と
～
」

　
　
　
　

 　

講
師
： 

京
都
山
城
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー

小
児
科 

加
納
原　

先
生

　
　
　
　

 

⑵
講
習 

救
急
蘇
生
法
実
技
講
習　

　
　
　
　

 　

講
師
： 

相
楽
中
部
消
防
組
合
消
防
本

部
・
精
華
町
消
防
本
部

　
　
　
　

⑶ 

こ
ど
も
消
防
服
・
ナ
ー
ス
服
の
着
衣
体

験
・
消
防
車
の
見
学

　
　
　
　
　

 

ご
当
地
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と

の
写
真
撮
影

定　

員　

先
着
1
0
0
人

　
　
　
　

 

保
育
ル
ー
ム
は
先
着
20
人（
※
生
後
６
か

月
以
上
～
就
学
前
の
お
子
さ
ん
）

参
加
費　

無
料

そ
の
他　

要
約
筆
記
・
手
話
通
訳
あ
り

申
込
方
法　

京
都
府
山
城
南
保
健
所
保
健
室
へ
電
話
・　
　

　
　
　
　

 

F
A
X
・
E
-m
a
i
l
で
お
申
込
み
く

だ
さ
い
。

　
　
　
　
　

☎
0
7
7
4
・
72
・
0
9
8
1　
　

　
　
　
　
　

ＦＡＸ
0
7
7
4
・
72
・
8
4
1
2　
　
　

　
　
　
　
　

 yamashin-ho-minami-hoken@pref.kyoto.lg.jp

受
付
期
間　

 

要
約
筆
記
・
手
話
通
訳
・
保
育
ル
ー
ム　

７
月
29
日
（
月
）
～
８
月
30
日
（
金
）

　
　
　
　

 

講
演
・
講
習
は
随
時
受
付
ま
す
（
※
定
員

に
な
り
次
第
、
受
付
終
了
し
ま
す
。
）

主　

催　

 一
般
社
団
法
人
相
楽
医
師
会
・
京
都
山
城
総

合
医
療
セ
ン
タ
ー
・
京
都
府
山
城
南
保
健
所

共　

催　

 

相
楽
中
部
消
防
組
合
消
防
本
部
・
精
華
町

消
防
本
部
・
木
津
川
市
・
笠
置
町
・
和
束

町
・
精
華
町
・
南
山
城
村

募
集

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
募
集

笠
置
町
社
会
福
祉
協
議
会

訪
問
介
護
事
業
所

雇
用
形
態　

パ
ー
ト

勤
務
地　

笠
置
町

勤
務
時
間　

 
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分（
曜
日
・

時
間
応
相
談
。週
１
日
、１
時
間
～
O
K
）

給　

与　

 

時
給
1
0
0
0
円
～
1
5
0
0
円
（
別
途

処
遇
改
善
加
算
手
当
支
給
）

待　

遇　

 

移
動
手
当
・
資
格
手
当
・
労

働
手
当
・
メ
ン
タ
ル
手
当
等

年　

齢　

不
問

資　

格　

 

初
任
者
研
修
修
了
者
（
ヘ
ル
パ
ー
２
級
）

以
上
、
普
通
自
動
車
運
転
免
許

　
　
　
　

◆ 

介
護
の
資
格
を
取
ら
れ
た
ば
か
り
の
方
、

経
験
の
な
い
方
で
も
大
丈
夫
で
す
。

　
　
　
　

◆ 

自
信
が
持
て
る
ま
で
先
輩
ス
タ
ッ
フ
が

何
回
で
も
同
行
し
ま
す
の
で
安
心
で
す
。

　
　
　
　

◆ 

自
宅
か
ら
直
接
訪
問
先
へ
の
直
行
直
帰

O
K
！

　
　
　
　

◆ 

お
話
だ
け
聞
い
て
み
た
い
方
も
大
歓
迎

で
す
。

問
合
せ　

笠
置
町
社
会
福
祉
協
議
会 

　
　
　
　
　

☎
0
7
4
3
・
95
・
2
7
5
0

　
　
　
　

（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
。
）

水
道
メ
ー
タ
ー
検
針
員
募
集（
笠
置
町
）

　

笠
置
町
全
域
の
水
道
メ
ー
タ
ー
検
針
員
を
募
集
し
ま
す
。

　

詳
細
は
笠
置
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

Ｈ　

Ｐ　

https://w
w

w
.tow

n.kasagi.lg.jp/

わ
づ
か
児
童
ク
ラ
ブ
指
導
員

臨
時
職
員
急
募

　
「
わ
づ
か
児
童
ク
ラ
ブ
」で
働
い
て
い
た
だ
け
る
指

導
員（
臨
時
職
員
）を
募
集
し
て
い
ま
す
。

児
童
ク
ラ
ブ
と
は 

　

保
護
者
が
就
労
な
ど
で
昼
間
家
庭
に
い

な
い
小
学
生
を
預
か
り
、遊
び
を
主
と
す
る

生
活
指
導
や
余
暇
指
導
を
お
こ
な
い
ま
す
。

勤
務
時
間（
シ
フ
ト
制
）

　
　
　
　

 

月
曜
日
か
ら
金
曜

　
　
　
　
　

 

午
後
１
時
～
６
時
30
分
ま
で
の
間
で
必

要
と
す
る
時
間

　
　
　
　

土
曜
日
及
び
学
校
休
業
日

　
　
　
　
　

 

午
前
８
時
～
午
後
６
時

30
分
ま
で
の
間
で
必
要

informationおしらせ

加茂方面のお出かけに。【相楽東部広域バス】好評運行中!
運行日：月・水・金・土（祝日運行・12月29日〜１月３日は運休）
運　賃：最大300円

月ヶ瀬口駅発 8：15／10：15／13：15／15：40
加茂駅発 9：15／11：15／14：15／16：40

【運行状況や忘れ物に関すること】
株式会社キタモリ	☎0595・38・1524
【その他の問合せ】
南山城村総務課	☎0743・93・0102

運
行
状
況
確
認

Q
R
コ
ー
ド
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と
す
る
時
間

賃　

金　

時
給
９
０
０
円

勤
務
場
所　

わ
づ
か
児
童
ク
ラ
ブ
（
和
束
小
学
校
内
）

資　

格　
 

子
ど
も
と
ふ
れ
あ
う
こ
と
が
好
き
で
児
童

育
成
に
熱
意
を
持
っ
て
い
る
方
（
65
歳
未

満
で
、
保
育
士
ま
た
は
教
諭
資
格
を
有
す

る
人
で
あ
れ
ば
大
歓
迎
）

申
込
方
法　

 

次
の
書
類
を
福
祉
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　

※ 

臨
時
職
員
登
録
申
込
書
（
福
祉
課
ま
た

は
総
務
課
に
あ
り
ま
す
。
町
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）

　
　
　
　

※ 

履
歴
書
（
市
販
の
も
の
に
住
所
・
氏

名
・
最
終
学
歴
・
職
歴
・
資
格
免
許
等

を
記
入
し
、
写
真
を
貼
付
）

　
　
　
　

※ 

保
育
士
・
教
諭
資
格
等
を
有
す
る
方
は

資
格
を
証
明
す
る
書
類
の
写
し

問
合
せ　

和
束
町
福
祉
課
福
祉
係　

　
　
　
　
　

☎
0
7
7
4
・
78
・
3
０
０
６（
直
通
）

プ
ー
ル
監
視
員
の
ア
ル
バ
イ
ト
募
集

勤
務
期
間　

８
月
10
日（
土
）～
15
日（
木
）

　
　
　
　

※
予
定

勤
務
時
間　

午
後
０
時
30
分
～
４
時
30
分

勤
務
場
所　

南
山
城
小
学
校　

プ
ー
ル

募
集
定
員　

 

４
人
程
度（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
り
ま
す
）

応
募
資
格　

１
．
高
校
生
以
上
で
泳
げ
る
方

　
　
　
　
　
　

 （
た
だ
し
、高
校
生
は
保
護
者
の
承
諾

書
が
必
要
で
す
）

　
　
　
　

２
．�

教
育
委
員
会
が
開
催
す
る
監
視
員
講

習
会
に
出
席
で
き
る
方

　
　
　
　
　
　

 （
講
習
会
は
勤
務
時
間
と
し
て
賃
金

支
払
の
対
象
と
な
り
ま
す
。日
程
は

後
日
連
絡
し
ま
す
。）

時
間
給　

１
０
０
０
円

申
込
受
付
期
間

　
　
　
　

 

７
月
５
日（
金
）～
22
日（
月
）の
平
日

後
日
連
絡
し
ま
す
。）

日（
月
）の
平
日

受
付
時
間　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

申
込
み　

 

市
販
の
履
歴
書
・
ア
ル
バ
イ
ト
登
録
申
請

書
・
承
諾
書
（
高
校
生
の
み
）
を
教
育
委

員
会
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
他　

 

申
請
書
お
よ
び
承
諾
書
は
、
窓
口
ま
た
は

連
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。

問
合
せ　

教
育
委
員
会
南
山
城
村
分
室

　
　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
93
・
０
５
８
０

南
山
城
村
臨
時
職
員
登
録
者
の
募
集

　

次
の
と
お
り
臨
時
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

職　

種　

役
場
庁
舎
日
直
員

勤
務
場
所　

南
山
城
村
役
場

雇
用
期
間　

 

雇
用
契
約
日
～
令
和
２
年
３
月
31
日
ま
で

　
　
　
　
　
　

※ 

右
記
期
間
中
、
南
山
城
村
職
員
の

休
日
及
び
休
暇
に
関
す
る
条
例
の

規
定
に
よ
る
休
日
の
勤
務
と
な
り

ま
す
。
（
土
・
日
・
祝
日
、
年
末

年
始
12
月
29
日
～
1
月
3
日
）

　
　
　
　
　
　
　

※
契
約
更
新
の
場
合
有
り

勤
務
時
間　

 

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分
ま
で

賃　

金　

日
額
６
０
０
０
円

業
務
内
容　

 

来
庁
者
・
電
話
等
の
対
応
、
郵
便
物
等
の

収
受
、
緊
急
時
の
連
絡　

な
ど

問
合
せ　

南
山
城
村
総
務
課

　
　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
93
・
０
１
０
２（
直
通
）

甲
種
防
火
管
理
に
関
す
る
講
習
会

　

相
楽
中
部
消
防
組
合
消
防
本
部
で
は
、
精
華
町
消

防
本
部
と
合
同
で
甲
種
防
火
管
理
新
規
講
習
を
お
こ

な
い
ま
す
。

日　

時　

 

８
月
20
日
（
火
）

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
４
時
10
分

　
　
　
　

 

８
月
21
日
（
水
）

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
４
時
30
分

　
　
　
　
　
　

場　

所　

 

量
子
科
学
技
術
研
究
開
発
機
構
関
西
光
科

学
研
究
所
多
目
的
ホ
ー
ル
（
木
津
川
市
梅

美
台
８
ー
１
ー
７
）

　
　
　
　

 

旧
日
本
原
子
力
研
究
開
発
機
構 

関
西
光

科
学
研
究
所

定　

員　

１
０
０
人

受
講
料　

 

無
料
（
講
習
会
初
日
に
テ
キ
ス
ト
代

３
６
５
０
円
が
必
要
で
す
。）

申
込
み　

 

７
月
１
日（
月
）～
31
日（
水
）　

　
　
　
　

 

午
前
９
時
～
午
後
５
時（
土
曜
･
日
曜
・
祝

日
を
除
く
）に
、受
講
申
込
書
に
必
要
事
項

を
記
入
し
て
、相
楽
中
部
消
防
組
合
消
防

本
部（
木
津
川
市
木
津
白
口
10
番
地
２
）へ
。

そ
の
他　

 

受
講
申
込
書
は
消
防
本
部
お
よ
び
各
出
張

所
に
あ
り
ま
す
。
当
消
防
本
部
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
、
甲
種
防
火
管
理
新
規
講
習
の

実
施
案
内
文
お
よ
び
受
講
、
申
込
書
を
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

Ｈ　

Ｐ　

http://www.sourakuchubu119-kyoto.jp

問
合
せ　

相
楽
中
部
消
防
組
合
消
防
本
部
予
防
課

　
　
　
　
　

☎
0
7
7
4
・
75
・
1
3
8
1

相
談

人
権・行
政
相
談（
笠
置
町
）

実
施
日　

7
月
16
日
（
火
）

時　

間　

午
後
１
時
～
４
時

場　

所　
 

笠
置
会
館
１
階
会
議
室

問
合
せ　

笠
置
町
税
住
民
課
・
総
務
財
政
課

　
　
　
　
　

☎
0
7
4
3
・
95
・
2
3
0
1（
代
表
）

人
権
相
談（
和
束
町
）

実
施
日　

7
月
26
日
（
金
）

時　

間　

午
前
9
時
～
正
午

場　

所　

 

和
束
町
人
権
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

問
合
せ　

 

人
権
啓
発
課
（
和
束
町
人
権
ふ
れ
あ
い
セ

ン
タ
ー
内
）

　
　
　
　
　

☎
0
7
7
4
・
78
・
3
4
8
8

人
権・困
り
ご
と
相
談（
南
山
城
村
）

実
施
日　

７
月
22
日
（
月
）

時　

間　

午
前
９
時
30
分
～
正
午

場　

所　

南
山
城
村
役
場
会
議
室

問
合
せ　

南
山
城
村
総
務
課

　
　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
93
・
０
１
０
２（
直
通
）

無
料
法
律
相
談（
南
山
城
村
）

実
施
日　

７
月
22
日
（
月
）

時　

間　

午
後
１
時
30
分
～
５
時（
相
談
時
間
は
30
分
）

場　

所　

南
山
城
村
役
場
会
議
室

問
合
せ　

南
山
城
村
総
務
課

　
　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
93
・
０
１
０
２（
直
通
）

※ 

無
料
法
律
相
談
は
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。事
前
予
約

は
７
月
19
日（
金
）午
後
５
時
ま
で
受
付
け
て
い
ま
す
。

健
康
相
談（
笠
置
町
）

実
施
日

場　

所

７
月
９
日（
火
）

飛
鳥
路
集
会
所

７
月
26
日（
金
）

笠
置
会
館

時　

間　

午
後
1
時
30
分
～
3
時

問
合
せ　

笠
置
町
保
健
福
祉
課

　

☎
0
7
4
3
・
95
・
２
３
０
１（
代
表
）

健
康
相
談（
南
山
城
村
）

実
施
日

場　

所

７
月
17
日（
水
）

本
郷
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

７
月
19
日（
金
）

童
仙
房
公
民
館

７
月
26
日（
金
）

高
尾
公
民
館

in
fo
rm

ation

おしらせ

ご寄付ありがとうございました「和束町ふるさと応援寄付金基金」へ次のとおりご寄付をいただきました。（令和元年５月受付）
　氏名：匿名様　住所：鹿児島県いちき串木野市　寄付金額：20,000円　／　氏名：匿名様　　住所：京都市　　寄付金額：100,000円
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時　

間　

午
後
1
時
30
分
～
3
時

問
合
せ　

南
山
城
村
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

☎
0
7
4
3
・
93
・
0
2
9
4

き
こ
え
の
相
談
会

日　

時　

7
月
23
日（
火
）

　
　
　
　

①
午
前
10
時
～　

②
午
前
11
時
～

　
　
　
　

③
午
後
1
時
～　

④
午
後
２
時
～

場　

所　

 

相
楽
聴
覚
言
語
障
害
セ
ン
タ
ー
（
相
楽
会

館
内
）

内　

容　

 

聴
こ
え
に
関
す
る
相
談
、
聴
力
測
定
（
聴

力
測
定
を
ご
希
望
の
方
は
1
時
間
程
度
）

対　

象　

 

木
津
川
市
・
相
楽
郡
内
に
お
住
ま
い
で
聴

こ
え
に
不
自
由
を
感
じ
て
お
ら
れ
る
方
と

そ
の
ご
家
族

費　

用　

無
料

申
込
み　

 

お
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
7
月
16
日

（
火
）
ま
で
に
ご
予
約
く
だ
さ
い
。
ご
予

約
の
際
、
お
名
前
・
年
齢
・
住
所
・
電
話

（
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
）
・
相
談
内
容
・
希
望
の

時
間
帯
を
お
し
ら
せ
く
だ
さ
い
。
申
込
み

が
多
い
場
合
は
、
変
更
を
お
願
い
す
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
の
で
予
め
ご
了
承
く
だ
さ

い
。

問
合
せ　

〒
６
１
９
ー
０
２
１
４

　
　
　
　

木
津
川
市
木
津
上
戸
15

　
　
　
　

相
楽
聴
覚
言
語
障
害
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
75
・
２
０
３
０

　
　
　
　
　

ＦＡＸ
０
７
７
４
・
72
・
６
８
６
２

腸管出血性大腸菌による食中毒にご用心！
　大腸菌はほとんどが無害ですが、中には毒素を産生し、下痢などの症状を引き起こすものがあります。これが腸管出
血性大腸菌と呼ばれ、代表的なものにO-157があります。このO-157には、ベロ毒素を出すものがあり、100個程度の
少ない菌数が体内に入るだけで感染するといわれています。また、低温や酸性に強く、冷凍庫内や胃（液）を通過して
も生存します。感染してから、食中毒を発病するまでの潜伏期間は2〜7日（平均3〜5日）あるといわれています。
　腸管出血性大腸菌による食中毒は、主に汚染された食品の殺菌不足や食肉の加熱不足により発生します。食中毒予防
の3原則をしっかり守り、食中毒を予防しましょう。

【食中毒予防の3原則】
◎つけない　　調理前には必ず手洗いする。まな板や包丁などの洗浄·消毒を徹底する。
◎ふやさない　生鮮食品はすぐに冷蔵庫へ入れ、早めに調理して、食べる。
◎やっつける　腸管出血性大腸菌O157は熱に弱いので、食材を中心までしっかり加熱する。
　　　　　　　焼肉のおいしい季節ですが、くれぐれも生肉の取り扱いには注意してください。
問合せ　京都山城総合医療センター　☎0774・72・0235

水と歴史でつながる圏域 伊賀・笠置・南山城
ライトアップイベント お城のまわり
　上野公園内やその周辺の国・県・市文化財建造物などをライトアップし、普段見過ごしがちな伊賀の素晴らしさを体
験していただけるイベントです。
　さまざまな灯りで浮かび上がる幻想的な雰囲気の施設を巡ったり、光と音
が重なる空間でのライブやダンス、キッチンカーで販売されるおいしい食べ
物を楽しんだりすることができます。
　他では体験できない素敵な伊賀の夜をぜひお楽しみください。
日　時　８月10日（土）･11日（日）　午後５時〜９時
場　所　上野公園内と周辺施設
アクセス　伊賀鉄道　忍者市（上野市）駅下車すぐ
問合せ　お城の周りライトアップイベント実施委員会事務局
　　　　伊賀市中心市街地推進課　☎0595・22・9825 ライトアップイベント　お城のまわり

そ
の
他

相
楽
東
部
広
域
連
合
教
育
委
員
会

笠
置
町
分
室・笠
置
町

中
央
公
民
館
図
書
室
か
ら
の

お
し
ら
せ

　

相
楽
東
部
広
域
連
合
教
育
委
員
会
笠
置
町
分
室
は

８
月
28
日
（
水
）
、
図
書
室
は
９
月
１
日
（
日
）
に

笠
置
町
産
業
振
興
会
館
へ
の
移
転
を
予
定
し
て
お
り

ま
す
。
利
用
者
の
み
な
さ
ん
に
は
ご
迷
惑
を
お
か
け

い
た
し
ま
す
が
、
ご
理
解
の
程
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
詳
細
に
つ
い
て
は
広
報
れ
ん
け
い
８
月
号

に
て
改
め
て
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

informationおしらせ

加茂方面のお出かけに。【相楽東部広域バス】好評運行中!
運行日：月・水・金・土（祝日運行・12月29日〜１月３日は運休）
運　賃：最大300円

月ヶ瀬口駅発 8：15／10：15／13：15／15：40
加茂駅発 9：15／11：15／14：15／16：40

【運行状況や忘れ物に関すること】
株式会社キタモリ	☎0595・38・1524
【その他の問合せ】
南山城村総務課	☎0743・93・0102

運
行
状
況
確
認

Q
R
コ
ー
ド
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子
ど
も
た
ち
を
取
り
巻
く
ス
マ
ホ
の
危
険

性
に
つ
い
て
ご
存
知
で
す
か
？

　
近
年
、S
N
S
な
ど
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
犯
罪

が
過
去
最
多
を
更
新
し
て
お
り
、小
中
高
生

に
も
被
害
が
拡
大
し
て
い
ま
す
。特
に
増
え
て

い
る
の
は
、子
供
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
知
り

合
っ
た
人
か
ら
頼
ま
れ
た
り
、脅
か
さ
れ
た
り

し
て
、断
り
切
れ
ず
に
自
分
の
姿
を
撮
影
し
、

送
信
し
て
し
ま
う
と
い
う
自
画
撮
り
被
害
で

す
が
、そ
の
他
に
も
S
N
S
上
に
個
人
情
報

を
公
開
し
た
こ
と
で
犯
罪
被
害
に
巻
き
込
ま

れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
し
、ネ
ッ
ト
い
じ
め
の

危
険
も
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

子
供
に
ス
マ
ホ
を
持
た
せ
る
場
合
は
、長

時
間
使
用
は
寝
不
足
な
ど
の
生
活
習
慣
の
乱

れ
に
つ
な
が
る
こ
と
が
あ
る
こ
と
、ま
た
犯
罪

被
害
に
遭
う
危
険
が
あ
る
こ
と
を
認
識
し
て
、

そ
の
利
用
に
つ
い
て
家
庭
の
ル
ー
ル
を
決
め

る
こ
と
が
必
要
で
す
。有
害
情
報
な
ど
の
危

険
性
に
つ
い
て
情
報
を
子
供
と
共
有
し
、し
っ

か
り
と
話
し
あ
っ
た
上
で
有
害
情
報
に
は
ア

ク
セ
ス
で
き
な
い
よ
う
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
す
る
こ
と
は
大
切
で
す（
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
被
害
児
童
の
約
9
割
が
フ
ィ
ル
タ

リ
ン
グ
を
利
用
し
て
い
ま
せ
ん
）。

　
ル
ー
ル
作
り
の
際
の
ポ
イ
ン
ト
は
、子
供
と

よ
く
話
し
合
っ
て一方
的
で
は
な
く
子
供
も
納

得
す
る
よ
う
な
ル
ー
ル
を
決
め
る
こ
と
で
す
。

ま
た
、ス
マ
ホ
等
の
※
ペ
ア
レ
ン
タ
ル
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
機
能
に
つ
い
て
も
理
解
し
ま
し
ょ
う
。

「
子
ど
も
た
ち
と
の
ス
マ
ホ
・
ケ
ー
タ
イ
使
用
の
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
に
つ
い
て
」

消
費
生
活
の
相
談
や
苦
情
は
お
気
軽
に

相
楽
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ
（
電
話
又
は
来
所
）

　

☎
０
７
７
４
・
72
・
９
９
５
５

　
　
　
　
　
　
　

（
ナ
ニ
？
キ
ュ
ー
キ
ュ
ー
Ｇ
Ｏ
Ｇ
Ｏ
！
）

　
　
　
　
　
　
　
　

相
談
は
無
料
で
す
。
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。 

　
　
　

※
「
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
☎
１
８
８（
い
や
や
！
）番
も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

相
談
日　

月
～
金
（
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
）

相
談
時
間　

午
前
９
時
～
正
午
・
午
後
１
時
～
４
時

住　

所　

 

木
津
川
市
木
津
上
戸
15　

相
楽
会
館
１
階　

京
都
府
木
津
総
合
庁
舎

東
隣（
Ｊ
Ｒ
木
津
駅
東
口
か
ら
徒
歩
約
5
分
）

　
　
　
　

※
土
曜
・日
曜
・
祝
日（
年
末
年
始
を
除
く
）は

　
　
　
　
　

☎
0
7
5
･
2
5
7
･
9
0
0
2
へ
（
電
話
の
み
）

図書室だより図書室だより図書室だより図書室だより図書室だより図書室だより図書室だより図書室だより図書室だより図書室だより図書室だより図書室だより図書室だより図書室だより図書室だより図書室だより図書室だより図書室だより図書室だより図書室だより図書室だより図書室だより図書室だより図書室だより図書室だより図書室だより図書室だより
町村別 種　類 タ イ ト ル 著 者 名

笠　　置

一般書
心音 辻村　深月
運転者 喜多川　奏
老後の資金がありません 垣谷　美雨

児童書
FC６年１組 河端　朝日
よのなかルールブック 高濱　正伸
鹿の王　水底の橋 上橋　菜穂子

和　　束

一般書
傑作はまだ 瀬尾　まいこ
傲慢と善良 辻村　深月
一切なりゆき 樹木　希林

児童書

うめじいのたんじょうび かがくい　ひろし
おにぎりにはいりたいやつ
よっといで 岡田　よしたか

かめくんのさんぽ なかの　ひろたか

南山城村

一般書

「腰ほぐし」で腰のいたみがとれる 黒澤 尚

チコちゃんに叱られる
NHK

「チコちゃんに叱られる」
制作班

帰還 堂場　瞬一

児童書

おとどけものです ロッド・キャンベル
138おくねん きみのたび 坂井　治
21世紀をデザインしたまんが家
手塚治虫 学習まんが人物館

☆３町村のどなたでも借りられます。最寄の図書室でリクエストしてください。

★ Pick UP ★
「傲慢と善良」

辻村　深月 / 著

　 進 学 、 就 職 、 恋
愛、友情、結婚…。あ
らゆる選択を決断して
きたのは、本当に「私
自身」なのだろうか？
忽然と姿を消した婚約
者の居場所を探すため、
西澤架は、彼女の過去
と向き合うことになる
が…。

☆『おはなしのじかん』のご案内
　日　時　７月28日（日）午前10時30分～
　場　所　和束町体験交流センター1階ホール

☆青少年読書感想文コンクール課題図書の貸出をしています。

☆ 青少年読書感想文コンクール課題図書の
貸出をしています。

和束町体験交流センター図書室より 南山城村図書室より

参考例

◎1日のトータル使用時間（　　）以内
◎夜（　　）時以降は自室などで使用しない
◎食事中は使用しない
◎ 写真・氏名・住所・電話番号など個人情報

はインターネット上には公開しない
◎ SNSなどで他人を傷つける行為は絶対に

しない
◎ 有料アプリ・課金アイテムなどの購入の

際には事前に必ず保護者の承諾を得る
◎ トラブルや不安なことがあればすぐに家

族・学校に相談する。

※ ペアレンタルコントロール（英：parental controls）とは、子供によるパソコンや携帯電話などの情報通信機器の利用を、親が
監視して制限する取り組みのことです。最近ではテレビゲーム機で遊ぶ時間の制限なども、このように呼ばれることがあります。



ベストショットまち＊むら 南山城村

　５月26日（日）、南山城村移住交流スペース「やま
んなか」で「バカボン先生の野草の会」が開かれました。
身近な野草や花を使った14種類の料理を参加者のみな
さんで楽しく作り、出来上がりの鮮やかな見栄えと美味
しさに大満足の一日となりました。
　移住交流スペース「やまんなか」では、様々なイベン
トを通じて村の内と外をつなぎ、新しい関係づくりを応
援しています。
問合せ　移住交流スペース「やまんなか」
　　　　（南山城村大字田山小字上フケ10－４）
　　　　開館日時：水・金・土曜日　午前10時〜午後４時
　　　　☎0743・94・0666

～春のごちそう 野草がおいしく変身～

印刷所　タケダ印刷株式会社
　　　　〒619-0115 京都府城陽市観音堂甲畑63　TEL：0774-53-3643  FAX：0774-55-2754

プラスチック容器包装　　 の出し方

ごみの出し方に
関する問合せ

笠置町税住民課 和束町農村振興課 南山城村産業観光課
☎0743･95･2301（代表） ☎0774･78･3008（直通） ☎0743･93･0105（直通）
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人口・世帯数
（令和元年６月１日現在）３町村人口

和 束 町

〒619-1295 京都府相楽郡
和束町大字釜塚小字生水14-2

☎0774-78-3001
FAX0774-78-2799

http://www.town.wazuka.kyoto.jp/

南 山 城 村

〒619-1411 京都府相楽郡
南山城村大字北大河原小字久保14-1

☎0743-93-0101
FAX0743-93-3030

http://www.vill.minamiyamashiro.lg.jp/

笠 置 町

〒619-1303 京都府相楽郡
笠置町大字笠置小字西通90-1

☎0743-95-2301
FAX0743-95-2961

https://www.town.kasagi.lg.jp/

人　口 3,932人　
世帯数 1,713世帯

（増1）
（増3）

人　口 1,308人　
世帯数   638世帯

（減6）
（減2）

人　口 2,717人　
世帯数 1,239世帯

（減4）
（増1）

出せるもの（一例）
菓子袋・食品トレイ・カップ麺の容器・
シャンプーやリンスの容器・
ペットボトルのキャップやラベル

出す時の注意
◇ 食べ残しなどの生ごみは必ず取り除き、液状の汚れは水で洗い流すか新聞紙等で

拭き取ってください。
◇レジ袋などに小分けにせず、ばらばらにして指定袋に入れてください。
◇プラスチック製容器包装ごみは、
　このマークが付いているものが対象です。
　笠置町・和束町・南山城村から集められたプラスチック製容器包装ごみはリサイ
クルされ、他のプラスチック製品の素材として生まれ変わっています。
　しかし、プラスチック製容器包装ごみの中
には食品の食べ残し、汚れの付着、紙・金属
類・ペットボトル等の混入が目立っています。
この状態ではリサイクルに出せません。
　プラスチック製容器包装ごみを出される際
は、容器の汚れを落とす、他のごみを入れな
い等、分別を守ってください。

プラスチック容器包装

◆燃えるごみ収集日
　笠 置 町　毎週　土曜日
　　　　　　（第１土曜日を除く）
　和 束 町　毎週　水・土曜日
　　　　　　（第４水曜日を除く）
　南山城村　毎週　木曜日

分別作業

プラスチック容器包装ごみに混ざってい
た紙類・ペットボトル類

花と野いちごのゼリー




